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宮崎県大淀川水系に定着した外来種コウライオヤニラミの胃内容物から発見された
絶滅危惧種オオヨドシマドジョウ

高田壮真 1・中島　淳 2・大井和之 3・星野一三雄 4・村岡佑樹 5・岩槻幸雄 1

Cobitis sakahoko, an endangered spined loach known in Ja-
pan as “Oyodo-shimadojo,” inhabits the Oyodo River system in 
Miyakonojyo City, Miyazaki Prefecture, Japan. In recent years, 
the foreign invasive species, Coreoperca herzi, known in Japan 
as “Kourai-oyanirami,” has invaded the river, rapidly increasing 
in abundance and possibly causing a sharp decline in the popu-
lation of C. sakahoko, raising conservation concerns. However, 
there has been no direct evidence that C. sakahoko is preyed 
upon by C. herzi. We collected 14 large (124.0–240.0 mm stan-
dard length) specimens of C. herzi and examined their stomach 
contents, discovering one loach in the stomach of a specimen. 
Identification of this individual based on morphological and ge-
netic characteristics revealed it to be C. sakahoko. This finding 
provides direct evidence strongly suggesting a predator-prey 
relationship between the two species. This is the first direct evi-
dence that C. herzi preys on C. sakahoko.
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 Abstract

オオヨドシマドジョウ Cobitis sakahoko Nakajima and Su-

zawa, 2015はコイ目ドジョウ科の純淡水魚で（中島・内

山，2017），中島ほか（2011）により宮崎県都城市の大淀

川水系から報告され，標準和名が提唱された後，同水系を

タイプ産地として Nakajima and Suzawa (2015)により新種

記載された．その後，鹿児島県川内川水系からも本種の分

布が報告された（岡ほか，2025）．現在のところ，オオヨ

ドシマドジョウは大淀川水系と川内川水系の固有種と考え

られており，九州南部の純淡水魚類相の成立過程を考える

上で重要な種である（中島ほか，2011, 2019；中島・内山，

2017；岡ほか，2025）．しかし，本種は大淀川水系では河

川改修や水質悪化の影響で生息地の消失が続いていること

に加え，後述するように国外外来種であるコウライオヤニ

ラミ Coreoperca herzi (Herzenstein, 1896)の捕食による影響

で，急速にその個体数が減少しつつある可能性が指摘され

ており（日比野ほか，2022; Tsuji et al., 2024），環境省版レッ

ドリストでは絶滅危惧 IB類に選定されている（環境省，

2020；岩槻，2020）．

コウライオヤニラミは朝鮮半島に広く分布するスズキ

目オヤニラミ科の純淡水魚で，主に水生昆虫類や底生魚

類を捕食し，最大で全長 300 mmほどになることが知ら

れる（内田，1935; Byeon, 2017; Kim et al., 2023）．国内で

は 2017年にオヤニラミ属魚類が自然分布しない宮崎県

大淀川水系の萩原川と大淀川の合流点付近からコウライ

オヤニラミが発見・報告された（日比野ほか，2019）．同

地域では 2010年代にオヤニラミ Coreoperca kawamebari 

(Temminck and Schlegel, 1843)も確認されており（岩槻，

未発表），定着は確認されていないもののナンエツオヤニ

ラミ Coreoperca whiteheadi Boulenger, 1900の採集例もある

（日比野ほか，2024）．このことから，これらオヤニラミ属

魚類が人為的に放流された可能性がある．その後の調査で，

上記の萩原川と大淀川の合流点付近では標準体長 20 mm

以下の個体を含む多くのコウライオヤニラミが確認された

ほか，2019年には新たに支流の沖水川にてコウライオヤ

ニラミの釣獲情報が得られ，その生息範囲が拡大し，当地

での生息密度も増加していることが判明した（日比野ほか，

2022）．さらに，2021年には，2017年と比較して底生魚

類を中心として魚類の種数や個体数が減少し，これらの原

因としてコウライオヤニラミやオヤニラミによる捕食の影

響が示唆されている（日比野ほか，2022）．大淀川水系に

おけるコウライオヤニラミの食性については，阿賀嶺ほか

（2025）が支流の萩原川や沖水川で採集した個体の胃内容

mailto:takataso9610@gmail.com
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物の同定を行い，標準体長が 60 mm以上 192 mm以下の

本種の胃内容物から魚類が認められ，標準体長が大きくな

るにつれて捕食対象が水生昆虫類から魚類に変化すること

が報告されている．また，藤田・山中（2025）も大淀川水

系萩原川において採集した本種の胃内容物の調査を行い，

大型個体ほど魚類を捕食していたことを報告している．

日比野ほか（2022）は，萩原川においてコウライオヤ

ニラミの侵入・定着後にオオヨドシマドジョウの個体数が

大幅に減少したことを報告しており，Tsuji et al. (2024)は

大淀川水系の大淀川第一ダムより上流部の 55地点にて環

境 DNA定量メタバーコーディング法を用いた魚類の網羅

的な定量的分布調査の結果から，調査地全体の 71%（39

地点）でコウライオヤニラミの環境 DNAが検出されたこ

と，それらの地点でのオオヨドシマドジョウの環境 DNA

検出量が低いことから，コウライオヤニラミの捕食がオオ

ヨドシマドジョウの絶滅の要因となり得ることを示してい

る．しかし，これまでの報告で野外においてコウライオヤ

ニラミがオオヨドシマドジョウを直接捕食していたことを

示す証拠はなく，その捕食関係については憶測の域を出て

いなかった．

今回，著者らはコウライオヤニラミがオオヨドシマド

ジョウを捕食していることを確認するため，特に大型のコ

ウライオヤニラミを狙った釣りによる捕獲調査を行った．

その結果，1個体が実際にオオヨドシマドジョウを捕食し

ていたことを確認したので報告する．また，大淀川水系に

おけるコウライオヤニラミの侵入時期に関して新たな情報

を得たので，あわせて記録する．

材料と方法
Tsuji et al. (2024)によりコウライオヤニラミの環境 DNA

が検出された地点を参考にして，2025年 6月 6日と 6月 9

日に，大淀川水系の大淀川本流 1地点，沖水川 1地点，及

び萩原川 1地点においてルアー（スピナー・ミノーなど）

を用いた釣りによる採集を行った（Table 1）．なお，本採

集調査は都城淡水漁業協同組合の同意を得て実施した．得

られた標本は釣獲後すぐに氷冷して運搬したのちに当日中

に解剖を行い，胃内容物を採取した．胃内容物を採取した

コウライオヤニラミは破棄したため，標本として保管して

いない．胃内容物から確認されたシマドジョウ属魚類につ

いては，標本の右側体背部から筋肉を切除し，無水エタ

ノール水溶液で固定して遺伝子解析用の標本とした．本体

は中性ホルマリン水溶液で固定後，エタノール水溶液に置

換して保管した．外部形態の計数・計測は，固定後の標本

を用いて Nakajima and Suzawa (2015)に従い行った．計測

はすべて 0.1 mm単位でノギスを用いて行った．また，胸

鰭 –腹鰭間筋節数（prepelvic myotome number, PMN）は，

Nakajima (2012)の定義に従い胸鰭基部から骨盤鰭起始部

までの分節筋板数とした．標準体長と頭長はそれぞれ SL

と HLと略記した．

次にミトコンドリア DNAの cytb領域の塩基配列から

の同定を行った．無水エタノールで固定した標本の一部

から，DNeasy Blood & Tissue Kit (QIAGEN)を用いて DNA

の抽出を行った．はじめに Inoue et al. (2000)で用いられ

た L14734-Gluと H15990-Proの 2つのプライマーを用い

て，94℃×10秒の後，98℃×10秒，55℃5秒，68℃10秒を

35回のサイクルで PCR反応を行い，その増幅産物を PCR 

purification kit (QIAGEN)を用いて精製した後に，PCRと

同じプライマーを用いてシーケンス反応を行い分析した．

しかし，消化されてオオヨドシマドジョウの DNAが分断

化されていたこと，これらのプライマーはユニバーサルプ

ライマーであったため，コウライオヤニラミの消化管の

内壁細胞の DNAの対象領域が増幅されたことなどの要因

により，シマドジョウ属魚類以外の塩基配列も検出され，

シーケンサーから出力されたクロマトグラムが二重波形

となり，シマドジョウ属魚類の対象領域の塩基配列決定が

困難であった．そこで，宮崎県都城市の大淀川産オオヨド

シマドジョウの cytb領域の塩基配列（LC387517）と，韓

国全州市産のコウライオヤニラミの cytb領域の塩基配列

（AB108489）に基づいて，両種の塩基配列のミスマッチが

多い部位を選び，新たなプライマーを設計した（Cobitis_

cytb_L：GTTGACCTCCCAGCTCCTTC，Cobitis_cytb_R：

GTAAAATGGTGGCTGCAGCA）．本プライマーを用いて

前述の PCR増幅産物を鋳型にシーケンス反応を行い分析

したところ良好な波形を得たので，対象領域の塩基配列を

決定して BLAST (Basic Local Alignment Search Tool: URL)

検索を行った．

なお，該当標本及び筋肉組織片は現在鹿児島大学にて

保管されている宮崎大学魚類標本 “MUFS 55918 at KAUM”

として登録，保管されている．また，得られた塩基配列デー

タは日本 DNAデータバンク（DDBJ）に登録されている（LC 

Sampling Location n Range of SL (mm) Date
Hagiwara River (31°42′58″N, 131°3′19″E) 8 135.0–187.0 6 June 2025
Okimizu River (31°45′7″N, 131°5′25″E) 4 158.0–240.0 6 June 2025
Oyodo River (31°44′9″N, 131°3′23″E) 2 124.0–145.0 9 June 2025

Table 1. Number of individuals (n) and standard length (SL) of Coreoperca herzi collected from the Oyodo River system, Miyazaki 
Prefecture, Japan.

https://blast.ncbi.nlm.nih.gov/Blast.cgi
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907706）．

結　　果
調査においてコウライオヤニラミ 14個体（124.0–240.0 

mm SL）が釣獲された（Table 1）．このうち 1個体（240.0 

mm SL；2025年 6月 6日沖水川にて採集）の胃内からシ

マドジョウ属魚類（92.6 mm SL）が得られた（Fig. 1）．他

の個体からは胃内容物としてカゲロウ目昆虫と考えられ

る水生昆虫類や種不明な魚類の幼魚が確認された（消化

が進んでいたため，種の同定が不可能であった）．また調

査の過程で，大淀川水系における国内外来種として知ら

れる（小原ほか，2024；細谷，2025）ハス Opsariichthys 

uncirostris uncirostris (Temminck and Schlegel, 1846)，ニゴイ

Hemibarbus barbus (Temminck and Schlegel, 1846)も釣獲さ

れた（ハス：n = 1, 285.0 mm SL；ニゴイ：n = 1, 420.0 mm 

SL）．

コウライオヤニラミの胃内から得られたシマドジョ

ウ属魚類は抱卵していたことから雌と判断された．この

個体の計数・計測値を Table 2に示す．胸鰭 –腹鰭間筋

節数（PMN）が 14であり，確認できた背鰭，臀鰭，腹

鰭，尾鰭の鰭条数，標準体長に対する頭長の割合をはじ

めとする主要な計測値は Nakajima and Suzawa (2015)に

よって示されたオオヨドシマドジョウ値とほぼ一致して

いた．cytb領域の全長にあたる 1,141 bpの塩基配列デー

タを用いて BLAST検索を行った結果，川内川上流域産

オオヨドシマドジョウの cytb部分配列である LC858658 

(1,051 bp)と 100%一致した．また，今回設計したプライ

マーで増幅された cytb領域の前半部（490 bp）では，登

録されている配列長が 725 bpと短いため，cytb領域の全

配列長（1,141 bp）での BLAST検索ではヒットしなかっ

た都城市内の大淀川産オオヨドシマドジョウなど 7配

列（LC387517, LC819053, LC819054, LC858658, LC858660, 

LC858663, AB613824）と 100%一致した．cytb領域の前半

部以外の相同性を確認するため，これら 7配列をダウン

ロードし，コウライオヤニラミの胃内から得られたシマド

ジョウ属魚類の全長配列（1,141 bp）とアライメントした

結果，LC387517 (725 bp)，LC858658 (1,051 bp)，AB613824 

(725 bp)と 100%一致した．これらの配列は岡ほか（2025）

において川内川水系と大淀川水系間で共有されるオオヨド

シマドジョウ型のハプロタイプとされているハプロタイプ

H1と一致した．以上の形態と遺伝子の特徴から，当該個

体をオオヨドシマドジョウと同定した．

考　　察
本研究で実施した胃内容物調査により，コウライオヤ

ニラミ 14個体のうち 240.0 mm SLの 1個体の胃内容物か

らオオヨドシマドジョウが確認された．これまで大淀川水

系産のコウライオヤニラミの胃内容物調査は 3度行われて

Fig. 1. Cobitis sakahoko (MUFS 55918: 92.6 mm SL) confirmed 
in stomach of Coreoperca herzi, from the Okimizu River, 
Oyodo River system, Miyazaki Prefecture, Japan. Bar, 10 
mm.

MUFS 55918
(female)

Holotype and 9 paratypes  
(Nakajima and Suzawa, 2016)

SL 92.6 63.0–88.9
Counts Dorsal fin iii, 7 iii, 7

Anal fin iii, 6 iii, 5–6
Pectoral fin — i, 7–8
Pelvic fin ii, 6 ii, 6
Caudal fin 8+8 8+8
PMN 14 14

In % SL HL 18.2 18.7–22.7
Body depth 14.0 12.6–18.8
Predorsal length 54.3 50.3–56.0
Preanal length 75.0 77.4–85.8
LPP 31.1 32.4–38.0
LPA 23.5 23.7–26.9
DCP 9.4 9.2–10.6

In % HL Snout length 38.2 32.1–38.2
Eye diameter 14.3 14.6–17.5
Inorbital width 15.9 14.6–20.1

SL, standard length; PMN, prepelvic myotome number; HL, lateral head length; LPP, length of between pectoral-fin base and 
pelvic-fin origin; LPA, length of between pelvic-fin base and anal-fin origin; DCP, depth of caudal peduncle.

Table 2. Comparison of counts and morphometric measurements of Cobitis sakahoko between this study and Nakajima and Suzawa 
(2015).
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いたが（Tsuji et al., 2024；阿賀嶺ほか，2025；藤田・山中，

2025），オオヨドシマドジョウは確認されていなかった．

したがって，本調査は大型のコウライオヤニラミがオオヨ

ドシマドジョウを捕食していることを初めて実証する事例

である．なお，本個体の計測値の一部（SLに対する頭長比，

臀鰭前長比，胸鰭端部・腹鰭基部間長比，HLに対する眼

窩径比）が，Nakajima and Suzawa (2015)によるオオヨド

シマドジョウの計測値とわずかに異なっていた．これらの

差異は，今回計測した個体の体組織が消化されていたこと

に起因すると考えられる．日比野ほか（2022）は，2017

年にオオヨドシマドジョウが多数確認されていた萩原川に

おいて，コウライオヤニラミが明確に増加した 2021年の

調査ではオオヨドシマドジョウが大幅に減少したとし，コ

ウライオヤニラミによる捕食がオオヨドシマドジョウの減

少の原因である可能性が高いと考察している．これまでの

調査でコウライオヤニラミの胃内容物からオオヨドシマド

ジョウが確認されなかった理由として，これらの胃内容物

調査がいずれもすでにオオヨドシマドジョウの個体数が

減った後に行われたことが原因と考えられる．今回，野外

から採集されたコウライオヤニラミの胃内容物中にオオヨ

ドシマドジョウを確認できたことから，日比野ほか（2022）

や Tsuji et al. (2024)の指摘を裏付けることができた．した

がって，オオヨドシマドジョウの保全を考える上で，コウ

ライオヤニラミの駆除対策及びコウライオヤニラミを対象

とした蔓延防止のための法整備をはじめとする早急で多角

的な対策の進展が望まれる．

日比野ほか（2019）では，大淀川水系萩原川において

コウライオヤニラミが確認されたのは 2017年で，当歳魚

とみられる個体が初めて確認されたのは 2018年であるこ

と，2014–2016年に同地域で実施された調査において本

種は確認されていないことから，コウライオヤニラミは

2017年頃に萩原川に放流されたと推測している．著者の

岩槻は 1995年頃に延岡市内のペットショップで，3種の

オヤニラミ属魚類がそれぞれコウライオヤニラミ，オヤニ

ラミ，中国南部原産のオヤニラミ属の一種として販売され

ていたのを目撃している．店主への聞き取りでは，コウラ

イオヤニラミと中国南部原産のオヤニラミ属の一種は輸

入されたもので，オヤニラミは宮崎県五ヶ瀬川水系北川で

捕獲したものとのことであった．このことから，1990年

代には宮崎県内においてコウライオヤニラミを含む国外の

オヤニラミ属魚類が観賞用として流通していたことは確か

である．また，岩槻は 2015年 7月 30日に，萩原川の上流

に位置する萩原川と安久川との合流点から安久川の上流側

1.5 km程の地点で，体側の模様などの特徴がオヤニラミと

異なり，全長 20 cm弱でオヤニラミとは考えにくい大きな

オヤニラミ属魚類が，中学生らによって捕獲されているの

を偶然目撃した．さらに，都城淡水漁業協同組合の清水克

己組合長によれば，オヤニラミかコウライオヤニラミかは

不明ではあるものの，2017年に見慣れないオヤニラミ属

魚類が萩原川の支流である安久川の下流部の荻原川との合

流地点付近で捕獲されたものを見たのが本水系でオヤニラ

ミ属魚類を初めて目撃したものであったと証言された．そ

の際に行った組合員や近隣住民への聞き取り調査で，数年

前には安久川に既にオヤニラミ属魚類が生息していたとい

う証言を得ていた．これらの目撃例から 2015–2016年頃に

は萩原川の支流安久川でオヤニラミ属魚類が生息していた

可能性がある．これらが定着していたのかは不明とするし

かないが，聞き取り調査から得られた情報から，日比野ほ

か（2019）が示した記録以前から本属魚類が大淀川水系に

侵入していた可能性もあることが明らかとなった．

大淀川水系のコウライオヤニラミは，2024年 8月に宮

崎県内水面漁場管理委員会指示第 168号に基づき，流域外

への持ち出しや放流が禁止された（宮崎県水産局漁業管理

課，2024）．しかしながら 2026年 3月現在も，インターネッ

トオークションサイトにおいて採集日不明のコウライオヤ

ニラミが「宮崎県産コウライオヤニラミ」として販売され

ているのを著者らは確認している．また，2023年と 2024

年には群馬県利根川水系において新たに本種の生息が確認

され（環境省生物多様性センター，2025），2025年には再

生産も確認された（環境省関東地方環境事務所，2026）．

このことから，すでに国内において本種の人為的な分布拡

大が生じつつある．2025年 10月の環境省による特定外来

生物等専門家会合では，コウライオヤニラミの特定外来生

物指定への方針が議論されており（環境省，2025），一刻

も早く本種を特定外来生物に指定し，その流通や放流，飼

養の全国的な規制を行う必要があると考えられる．加えて，

すでに定着している大淀川水系におけるこれ以上の分布拡

大を防ぐためにも，本種を対象とした駆除を進めるととも

に，効率的な捕獲方法に関する研究も必要である．
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